
1971年8月7Ej第3郵便躯 可 (毎月6匝)1の日･6のEl発行
1997年4月6E]克行 SSKA利 達巻 号

☆El 時 平成9年4月13Ej(El)午前10時受付開始
☆場 所 水戸市千汝町1918番捌 県総合福祉会館 4階大鵬 茎
☆交 連 水戸駅より旧6号邑荘千経 由具縫合榔 下車 ℡029-244-4545

1.は会のことl£/物故者に対し黙祷 (10 30)
2,支部長あいさつ
3.来相 好
4.祁 ･メッセ-ジ披荘
5,脚 出

6.謙事

(3)平成8年度特別会計報告/会計監甜 告
(4)平成9年度活動方針 (案)
(5)平成9年度｢般会計予井 (案)
(6)平成9年度支棚 山 (秦)

m 支部会見什 部改正 (:秦)

7.新旧役員の解介とあいさつ
8,脚 任
9.榔 からの連絡事項
10.閉会のことば (12.00)

弟2年 (轍 )

棚 永田博司 先生

★溝 題 ｢パーキンソン病の治療とケア一･現状と未来｣ (13-00-14ー00)
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はじめに

厚生省とその脚係者による､福祉施設建設に伴う'賄賂が発覚 してー関係者が逮

捕される事件｡0-157集団食中毒の狂戒が全国に発生 した｡又､藁等エイズ
の問題でも関係者が逮挿され､裁判がはじまりました｡

現在すすめられている､厚生省の ｢介諌保険法｣藁は公的責任をあいまいにし

たままであり､.保険料だけが徴収されて､ ｢保険あって介詳なし｣となる恐れの

あるもので､大量の無保険者を生み出すとともに､受給者を年齢によって差別 し､

介課が必要な難病患者､慢性疾患患者､障害者を排除しています｡保険料や利用

料の負担増は国民隼活を圧迫 します｡拙速に進めるのではなく､団の責任により

国民の ｢介護｣要求に十分に応える公的介護保障の確立を求めます｡

一方､医療保険制度の見直しは､ ｢金のないものは医療を受けるな｣という大

改悪轟であり､これまでの医療保険制度を骨抜きにするものです｡

又､4月より消東嶺が5%に引き上げられ､私･たちの取り巻 く情勢は厳 しいな

カ､､県支部は次のような活動を行って来ました｡

1,茨城県支部結成10周年記念誌丁あゆみ｣を発行

2.第11回総会第2部で､水戸El赤病院神鍾内科の鈴木則広先生の医療講演を行
いましこた｡

3,日本アマチュア歌謡連盟石岡支部のチャリティカラオケ大会の収益金の一部
を贈呈されました｡

4.第20鳳年記念大会 (熊本大会)5月24日～27日熊本市産業文化会館で開催さ
れる､本部役員､支部代議員､オブザーバーの計5名参加する｡

5.JPC-第11回簸会 ･国会詩賦行動に参加する｡

6,地区別交流会を行 う､県中央地区は県総合福祉会館｡一県南地区は竜ヶ崎市馴
柴公民館｡県北地区は塩原温泉 Tぬりや｣で開催 し鼓した｡

7.IPC国会請願全国一斉街頭署名活動に参加､池袋駅東口前にて｡

a,第11回患者 ･家族交流会､大子温泉 ｢福寿荘｣で開催する0

9,IPC.11･10全国集会､公的介護保険制度について各関係機関に要請すi-｡

10.茨城新聞文化福祉事業団より歳末助け合い愛の募金を贈呈される｡

ll,ZI:棉高鮎者福祉助成金を受け､役員が手分けして会員宅へ訪問活動を行 う｡
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_/棚 ~=8二:年 度 活 動 二日 忠臣

〔支部役員会〕

8, 5,19(El)

8. 7.21(E])

8, 9,22(日)

8,ll,17(日)

9,2,15(i)-16(日)

9, 3.16(日)

難病電話相談員の集い

8. 6. 6(木)

8, 8, 1(木)

9, 2,13(木)

所主催Ii-+ンソン拙蔓

8,10,17(木)

8,10,24 (木)
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〔県難適役旦会〕

8. 5.ll (土)

8, 6, 9(Eu

8. 8.ll (E3)

8.10,13(日)

8.12. 8(日)

9.1.15(皇)-1,16(禾)

9り 2,ll (祭)
9, 3 9(白)

ぬくもりの軟斯軸会

8. 9.14(i)
8,10,18(金)

県主催斯相談会協力8,6.14(金)
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〔各種会報発送)-

8,4,3記念誌あゆみ

8,4;8全国会報59号
8.5.15支部会報39号

8,ち,23全国会報60号

8,8.27建連会報33号
8.10,30支部会報40号

8,12,9全国会報61号
8,12,24難遵会報34号

9.3,4全国会報62号

412(火) 第11回支部総会報道依頼 (水戸市内)
4,12(i) 北海道支部総会メッセージ送付

5,12(日) E1本7マチュ7歌謡連盟わけイカラオケ大会 (右肺長銀)

5,16(木) 神嘉川県支部祝電打電
6,19(i) 東京都支部耗会メッセージ送付 .

県南地区交流会 (竜ヶ崎市加柴公民飴)

8,16(i) 第11回患者 ･家族交流会出欠はがき発送
9.8(日) 中央地区交流会 (県総合福祉会館)

8,9.8-9(刀) 県北地区交流会 (塩原温泉 ･ぬりや)

8.10.5(i) IPC国会請威全国街頭署名活動 (池袋駅東口)
a,10.27(a) ぬくもりの秋西村滋チ†けィ講清会 (好稚鵠)

8,12,2(月) 第12回支部総会医療謙演依頚 (県立医療大学)

91.19(B) 日立地区患者 ･家族会準備会 (ホ))ゾン神峰)

92,22(禾)よほ 橋長光高齢者解祉基金患者宅訪問 (県内各地)

9,3,27(木) 第12回支部総会報道依頼 (水戸市内)
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戸車 こ

平 成 9 年 度 活 動 方 針 (秦 )

1.マスコミ､県や市町村の広報､病院､各保健所を通じ未加入潜在患者の発掘

につとめ､一般社会にパーキンソン病の啓発宣伝を行います｡

2,地区剥 (ブロック)活動の推進をはかります｡
3,患者 ･家族交涜会 (一泊旅行)を行います｡

4,必要に応 じて患者宅を訪問致します0

5,県煮連､他難病団体､パーキンソン病他支部との連帯を深めていきます｡

6,支部会報 (支部だより)を発行します｡

平 成 9 年 度 支 吾fS役 鼻 遠 出 (秦 ) 敬称略

支部長 ◆菜 清 水 昇''勝 (石岡市)

副支部長 ◆ 種 本 奉 久 (竜ヶ椅市)

事務局長 ◎ 清 水 晴 美 (石田市)

事務局員 ◎ 中 村 幸四如 (El立市)

西 野 源四郎 (笠間市)

〝 照 沼 和 子ー(東海村)

" ◎ 桜 井 信 一 (友部町)

" ◎数 線 引 義 男,(笠間市)

〝 ◎ 括/禾~耗 代′(竜ヶ崎市)

会計 ◎ 大 森 誠ノ(水戸市)

監査 ◇ 久保薗 努･(つくば市)

" ◎◇ 小佐畑 弘 (那珂町)

県中央地区担当

県南地区担当

県中央地区担当

県北地区担当

県中央地区担当

県北地区担当

県中央地区担当

県南地区担当

県中央地区担当

県南地区担当

県北地区担当

凡倒 ◆本部役員 ※県難連投貞 ◎健常者 ◇事務局員兼務

(プE)ック活動に伴う世話人)

日立地区患者 ･家族会 世話人 君 島 政 堆

〝 〝 〝 益 子 健 次

会 員u- 書直改 正 (秦 )

･= 現 行

第七2粂 (会費)

会員は会変として年間四千円を納入

し､入会の際には､入会金五百円を納

入する｡賛助会員の考究は､年額一口

(五千円)以上とする｡

改 正 案

.第12粂 (会費)
会員は会費として年間四千円を納入

し､入会の際には､入会金五百円を納

入する｡賛助会鼻の会費は､年額-口

(四千円)以上とする｡
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茨城県支部第12回定期支部総会

メッセージ･祝辞の細介

全国パーキンソン病友の会

会 長 馬場 富雄 棲

メッセージ

到着順

茨城県支部第12回定期支部総会の開催を心からお祝い申し上げます｡

支報結成から12年と言えばr度赤子から中学生になる難しい成長期であります

が､これを無事に乗り越え､一昨年の第19回全国大会 (茨城大会)も大成功のう

ちに遂行されましたこと､清水支部長を始め役員､会員の皆様のご努力の成果と

高く評価致しております｡

今や貴支音別ま全国の中でも中核支部として重さをなしており､本部と致しまし

ても益々の発展を耕待いたしておりますので､12回定期総会を機に新たな決意を

持って､本会の日的達成に進んで頂きた'いと希望致しております｡

なお折角のお招きに沿えず誠に申し訳ありませんが､お祝いのメッセージに代

えさせて頂きます｡

全国パーキンソン病友の会

宮崎県支部 ･支部長 原田 恒夫 様 ,,

メッセージ

全国パーキンソン病友の会茨城県支部総会の開催をお祝い申し上げます｡

会員の皆さん､協力一致し､一丸となって長期療養を続けて下さい0

介護保険に反対し､医療保険改革にノーを宣言しましょう｡

貴支部の今後の発展を祈念いたします｡



全国パーキンソン病友の会

愛媛県支部長 林 芳明 様

お祝辞

茨城県支部第12回定期支部総会の開催おめでとうございます｡

私たち友の会､およびJPCの仲間は社会保障制度の改悪を阻止し豊かな医療

福祉の拡充を戯い､医療保険制度改悪に反対し､ ｢介護保険法｣案に反対する行

動に立ち上がっております｡

このきびしい状況での支部大会が有島義な一日となりますとともに貴支部の益々

のご発展されることを心からお祈り申し上げます｡

大会に出席できず残念ですが､遠く四国愛媛より会員の皆 様々のご健簾とご活

躍を祈念しまして､お祝のことばとします｡

全国パーキンソン病友の会

京都府支部長 安見 康治 様

総会ご初辞

第12回定期総会の開催を､心よりお祝い申し上げます｡

貴支部の､日ごろの活発なご活動に､深く敬意を表しますと.ともにこ今後益々

のご発展と､会見皆様のご健喪をお祈りいたします｡

なお､患者･家族の医療の充実と福祉の増進のため､共に手を携えて頑張りま

しょう｡

LJ--
T遍i



全国パーキンソン病友の会

神奈川県支部長 須藤 好雄 様

ご挨拶

拝啓､時下いよいよご清祥の事とお慶び申し上げます｡

さて､御支部第12回定期総会､開催のご案内を有難く拝授致しました｡

常々､御会が熱意ある癌動を続けられている事に対し深く敬藍を表するもので

あります｡

私ども発病患者にとり寧意や福祉の環境が大きく変化しようとしている折柄､

御会がこの総会を契横として今後いっそうのご発展をとげられん事を切に祈念す

るものであります｡

ここに以上のとおりご挨拶をお届け申し上げます｡

全国パーキンソン病友の会

北海道支部長 小宮山 タケノ 様

激励文

拝啓､4月新年度の始まりであり､新1年生の誕生があり､天気は晴天が続き

気温も上がり桜の咲く時が迫って参りました｡

責支部の会員は､独特の病状を現す症状仁は､歩行の障害が一一｢般的に多くあり

ます｡その他の障害では患者さんによって違いがあります｡症状は月単位 (時間)

と共に進行するものてあって､Drの言う薬の配分を考え､たくさん錠剤などを

飲み､新薬の開発が早く出来る事を考えておりますが､なかなか難しいものであ

ります｡

全国の各支部長は､新年度の発足にあたり､色々な行動計画が立案されて､実

施のはこびとなります｡患者さんの体調を考えて､ご援助､こ協力を得て行きた

いものです｡

全国の各支離長の方々へ､元気を出して頑張ってやりましょう｡ 敬具

~｢8-



熊本県パーキンソン病友の会

会長 中山 健r郎 様

メッセージ

謹んで､茨城県支部第12回定期支部総会の御盛会を祝し今後貴支部の益々の御

発展を祈念致します｡

併せてご出席の貴支部会貞の普様によろしくお伝え下さい｡

尚､遅くなりましたが､全国パーキンソン病友の会第20回記念熊本大会では､

大変お世話になりました､厚く御礼申し上げます｡ 敬具､

全国パーキンソン病友の会

兵庫県支部長 篇永 穣 様

電子郵便

第12回支部総会開催誠におめでとうございます｡

清水支部長､植本役員のご両人におかれましては､全国友の会本部及び若年性

パーキンソン病部会の重境として､ご不自由な身体にむち打って頑張られておら

れる､お姿を全国大会拝見するたびに､その強い精神力に敬善を衰しています｡

貴支部におかれましては､良きリーダの指導と環境に恵まれ､地域に密着した

活気溢れる活動を展開されていると聞いております｡今後共己の病に負けること

く頑張って下さい｡

最後に嘉支部の総会が盛会蓑に終ることをご祈念致します｡

-(,/-



全国パーキンソン病友の会

広島県支部長 山脇 和子 様

メッセージ

平成9年度第12回定期総会の開催おめでとうございます｡心よりお慶び申しあ

げます｡

貴会が､平素より患者･家巌の福祉向上､また会の発展のために格別のご努力

をされていることに対して心から敬蔭を表します｡

今後とも､よろしくご指導いただきますよう､お顔い致します｡

総会の盛会と､貴会が益々発展されますことをお祈りして､お祝いの挨拶と致

します｡

一一∠恥 一一.
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